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10月18日 

先負 

中 

19日 

仏滅 

中 

20日 

大安 

中 

21日 

赤口 

中 

22日 

先勝 

小 

23日 

友引 

小 

24日 

先負 

小 

25日 

仏滅 

長 

26日 

大安 

若 

27日 

赤口 

中 

28日 

先勝 

中 

29日 

友引 

大 

11月１日 

大安 

大 

２日 

赤口 

大 

３日 

先勝 

中 

４日 

友引 

中 

５日 

先負 

中 

６日 

仏滅 

中 
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大安 

小 
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小 
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先勝 

小 

10日 

友引 

長 

17日 

先負 

大 

13日 

大安 

中 

14日 

赤口 

大 

15日 

先勝 

大 

16日 

友引 

大 
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さ
ら
ば
、 

　
　
事
多
き
日
々
よ 

　
豪
雨
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の

年
も
早
や
師
走
。
冬
至
に
ゆ
ず
湯
、

年
越
し
蕎
麦
と
暮
れ
て
ゆ
く
。
▼

去
る
11
月
は
行
事
多
彩
。
11
／
３

人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
会
員
平
島

格
氏
の
『
時
を
刻
ん
で
』
出
版
記

念
会
。
生
活
詠
の
一
首
。
”毎

朝
の

薬
師
堂
開
け
吾
仕
事
山
茶
花
と
蜜

柑
が
賽
銭
箱
脇
に
”
格
さ
ん
が
暮

ら
す
ム
ラ
び
と
の
風
儀
が
偲
ば
れ
る
。

▼
11
／
４
『
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭

コ
ン
ク
ー
ル
』
か
ら
の
緑
で
『
共

存
の
森
』
渋
沢
理
事
長
は
じ
め
、

九
州
地
区
活
動
リ
ー
ダ
ー
九
大
生

岡
部
君
ら
に
高
校
生
来
村
。
基
幹

林
道
一
帯
を
巡
回
案
内
。
未
来
の

森
林
環
境
を
考
え
る
若
者
の
眼
に

何
を
投
影
さ
せ
た
か
。
竣
工
記
念

碑
が
草
茫
々
の
影
に
埋
没
し
て
い

た
の
が
残
念
。
▼
11
／
９
山
村
塾

小
森
耕
太
さ
ん
主
宰
の
『
森
を
守

る
人
た
ち
』
講
座
　
高
知
の
森
林

環
境
税
活
用
事
例
を
聴
く
。
さ
て

福
岡
県
で
は
？
▼
11
／
16
笠
原
川

氾
濫
浸
水
見
舞
い
に
、
地
産
材
活

用
の
畳
を
進
呈
と
い
う
石
永
工
房

社
長
に
同
行
。
河
川
流
出
の
岩
石
、

累
々
の
状
況
を
見
る
。
後
に
当
地

の
安
達
さ
ん
か
ら
蜜
柑
一
箱
、
か

え
っ
て
恐
縮
。
▼
11
／
17
郷
土
出

身
の
作
家
小
島
直
記
先
生
を
偲
ぶ

第
四
回

”志
気
洗
心
忌
”
。
遺
族

を
代
表
し
て
の
令
息
三
男
の
写
真

家
三
樹
さ
ん
を
迎
え
、
先
生
の
在

り
し
日
を
む
つ
ま
じ
く
回
想
。
夕

刻
『
お
り
な
す
八
女
』
で
の
Ｕ
Ｇ

Ｅ
定
期
演
奏
会
。
41
回
と
い
う
つ

み
か
さ
ね
。
ギ
タ
ー
に
よ
る
日
本

の
曲

”ふ
る
さ
と
〜
秋
の
山
々
”

が
最
高
。
▼
で
は
、
”辰

の
年
よ
、

さ
よ
う
な
ら
”
、
”巳

”
の
佳
き
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

天皇誕生日 振替休日 

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

工業団地パークウォーキング 
　  （吉田ウォーキングクラブ） 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　  （八女福祉会館） 
 

船小屋ブルーベリーヌーヴォー 
試飲会＆かわいい音楽会 
　　　  （広川町産業展示会館） 
 

 

 

水と緑と命のつどい 
　　　　　　　  （サンコア） 
 

 なんでも人権相談所 
　　　　　　　  （矢部公民館） 

人権週間　～10日 

人権を考える市民のつどい 
　　　　　  （サザンクス筑後） 
 

松尾弁財天縁日（立花町） 

なんでも人権相談所 
　　　  （八女市役所星野支所） 
 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

べんがらの日 
　　　　　　　  （べんがら村） 

子ども会親子映画会 
　　　　　　　　  （サンコア） 

田代風流　  　　 （黒木町） 
 
 

ひろか和の集い 
  （広川町保健・福祉センター） 
 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　（べんがら村） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 

   

  

 

なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 
 

 

 なんでも人権相談所 
　　  （黒木地域交流センター） 
 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
　　　　  （立花市民センター） 
 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

筑後市美術展　～16日 
　　　　　  （サザンクス筑後） 
 

なんでも人権相談所 
　  （八女市社会福祉センター） 
　　　　  （地域福祉センター） 
 

女性のための相談会 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
　　　　　　  （サンコア筑後） 
八女人権擁護委員会 

23 11日 

先負 

若 

30 18日 

仏滅 

中 

24 12日 

仏滅 

中 

31 19日 

大安 

中 

 
滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　  （上陽町） 
 

 

 

 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　12月５日・19日 
黒 木 町 ふ じ の 里　12月５日・19日 
上陽町地域福祉センター　12月12日・26日 
立 花 町 か が や き　12月12日・26日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　12月14日 
黒 木 町 ふ じ の 里　12月21日 
上陽町地域福祉センター　12月28日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　12月14日 
八女市社会福祉会館　12月21日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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　今年、設立35周年を迎える黒木西道場は、八

田大孝監督の指導のもと、現在1年生から6年生

まで男子13名、女子8名の計21名で日々の稽古

に励んでいます。 

　剣道とは、人間形成の修行であり、相手の面・小手・胴を打つと同時に、

自分自身も打たれる稽古を通して、周囲の人の気持ちが分かる立派な大人に

なるための日本の教えです。 

　その剣道を正しく真剣に学ぶことで、強い体と優しい心を養うと共に、礼

儀作法を身につけ、明るい学校生活が送れるように保護者も一体となり協力

して道場運営に取り組んでいます。 

　去る、10月28日のJAふくおか八女杯少年剣道大会では、惜しくも準優勝

でしたが県大会出場権を手にし、現在は県大会での上位進出を目標に稽古に

励んでいます。 

　また、黒木西道場の卒業生は、全国青年剣道大会・全日本学生剣道大会等

に多数出場するなど剣道の活躍はもとより、様々な分野での活躍を聞き部員

一同嬉しく思っています。 

　剣道に興味・関心のある方は黒木西小学校体育館において随時体験入部を

行っていますので、お気軽に見学にお越しください。（毎週月・水・木・土

曜日の18時30分～20時まで） 

●飲酒運転で事故を起こし取消しになりました。仕事や通勤、日常生活等すべてに支

　障をきたし、毎日が暗い日々で気持がふさぎます。そんな私があえて言わせてもら

　うなら飲酒運転は、絶対にしないでください。家族を、そして自分を不幸にしますよ。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飲酒事故・会社員　男　四〇歳） 

●飲酒事故で取消しです。人生が変わりました。会社はクビ、仕事はない、これが現

　実です。飲酒運転をしたことがある人は、今後絶対にすべきでないということを断

　言します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飲酒事故・無職　男　四五歳） 

「遅すぎた反省」発行／福岡県警察本部交通部運転免許試験場より許可を得て転載 

　今回は中古住宅についてお話させていただきます。皆さんは不動産
広告等で、安い中古住宅を見かけたことはありませんか？土地100坪・
建物40坪・500万円等。弊社も過去売り出した中古住宅で、一番安かっ
た価格は450万円の物件です。そういった物件は問合せ頂いたお客様
に「この家はなにかあったのですか？」と尋ねられることが多いです。
なかにはそういった物件もあるかもしれませんが、安い中古物件は基
本的に築年数が古く、購入者が安心して生活ができるようになるまでに、
高額のリフォーム費用が発生する物件が多いです。家の水回りや外部
を修繕する場合は、想像以上に費用がかかる場合があります。また建物
がまったく使えない状態であれば、解体するしか方法がない場合もあ
ります。今回は弊社が仲介でご紹介させて頂いた物件の例をご紹介し
ます。 
●土地取得＋新築 
10万／坪×80坪＝800万円 
800万円＋新築費1800万円（別途建設会社見積）＝総額2600万円 
●中古住宅（築40年）として利用 
600万＋リフォーム費用500万（別途建設会社見積）＝1100万円 
●中古住宅（築40年）取得後解体新築 
600万＋解体費用150万円（別途解体見積）＝750万円 
750万＋新築費1800万円（別途建設会社見積）＝総額2550万円 
　いくつかプランがありましたが、やはり中古住宅の建物の価値を見
いだせると、割安感はありますね。ただ全ての中古住宅がリフォームを
すれば安心できる訳ではありませんので不動産会社に相談してください。 
㈱田中不動産  代表取締役  田中  秀保　広川町  10943-32-1882

八女市忠見 

平島　敏章 

gallery街かど 

私
の
絵
画
の
き
っ
か
け
は
八
女
市

公
民
館
に
勤
め
て
い
た
平
成
七
年

に
田
代
喜
玖
生
先
生
に
お
願
い
し

て
、
絵
画
教
室
を
開
設
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。 

　
教
室
終
了
後
は
学
級
生
と
共
に

七
画
会
を
結
成
し
学
習
し
て
い
る
。
（
会
員
の
減
少
で
現
在
は
八
女

美
術
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
学
習
） 

　
習
い
始
め
て
十
七
年
に
な
る
が
、
当
初
か
ら
公
募
展
な
ど
に
は
出

展
し
な
い
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
先
生
や
会
友
か
ら
あ
ま
り
に
す

す
め
ら
れ
た
の
で
、
旅
先
で
出
会
っ
た
美
し
い
風
景
に
う
っ
と
り
し

た
情
景
を
思
い
出
し
、
50
号
に
描
い
た
竹
田
市
緒
方
川
に
架
か
る
水

路
用
石
造
ア
ー
チ
橋
（
明
正
井
路
）
が
福
岡
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
展
覧
会
で
期
せ
ず
も
福
岡
市
教
育
委
員
会
賞
を
い
た
だ
き
恐
縮
し

て
い
る
。
こ
れ
は
先
生
の
よ
き
ご
指
導
の
賜
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。 

　
日
頃
、
妻
か
ら
は
「
も
っ
と
セ
ン
ス
が
あ
る
と
い
い
ね
。
（
色
彩

や
構
図
な
ど
の
）
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
他
の
人
か
ら
は
「
素
敵
な
絵

を
描
く
に
は
心
の
眼
を
磨
く
こ
と
だ
」
と
も
聞
き
、
奥
の
深
さ
を
痛

感
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。 

　
し
か
し
楽
し
い
余
生
を
送
る
為
に
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
が
傘
寿
を
目
前
に
控
え
た
偽
り
の
な
い
私
の
心
境
で
あ
る
。 

JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

キウイ あまおう みかん 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

　
八
女
市
立
花
町
で
筍
水
煮

缶
詰
を
作
り
始
め
て
70
年
以

上
に
な
り
ま
し
た
。
国
産
に

こ
だ
わ
り
無
添
加
で
本
当
に

お
い
し
い
筍
水
煮
を
作
ろ
う

と
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
試
行

錯
誤
し
て
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド

商
品
、
む
か
し
竹
の
子
が
出

来
ま
し
た
。
今

で
も
毎
年
品
質

向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。 

　
又
、
む
か
し

竹
の
子
を
使
っ

た
新
し
い
商
品

が
ど
ん
ど
ん
生

ま
れ
て
い
ま

す
。
代
表
す
る

の
が
、
朝
食
ま

ん
じ
ゅ
う
「
博

多
筑
前
が
め
煮

ま
ん
」
や
博
多

お
祝
ぎ
ょ
う

ざ
、
笑
竹
梅
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も

地
元
の
農
産
物
を
使
い
、
梨

ジ
ャ
ム
や
梨
ゼ
リ
ー
な
ど
次
々

に
開
発
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
活
力
朝
礼
を
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
は
、
３
年
ほ
ど
前

に
㈱
武
久
の
社
長
様
か
ら
筑

後
倫
理
法
人
会
へ
の
入
会
を

勧
め
ら
れ
、
そ
の
時
、
会
社

が
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
し

た
ら
入
会
し
ま
す
と
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
７
月

に
大
一
食
品
工
業
㈱
と
し
て

発
足
し
た
の
と
同
時
に
入
会

し
す
ぐ
に
活
力
朝
礼
を
始
め

ま
し
た
。 

　
そ
れ
ま
で
は
、
朝
礼
は
ほ

と
ん
ど
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
、
４
ヶ
月
た
ち

営
業
の
安
藤
を
中
心
に
毎
朝

元
気
に
朝
礼
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
が
楽
し
み
で

す
。 

大
一
食
品
工
業
株
式
会
社 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
４
５
６
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代
表
取
締
役
　
松
h
　
大
成 

H
P
  w

w
w
.m

u
k
a
si.co

m
 

 

活
力
朝
礼
を
取
り
入
れ
た
い

方
は
、
筑
後
倫
理
法
人
会
　

事
務
局
０
９
４
２
―
４
２
―

２
８
１
５
迄 

活 力 朝 礼 

はい　　たなかふどうさんです　第4回 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
黒木西道場 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

年末年始はお酒を飲む機会が増えます。 
「飲んだら乗るな」 
飲酒運転は絶対に許しません　　　　　　　　　八女警察署 筑後市前津503-1 10942-54-7755　営業時間／9：00～18：00

12月中旬より年末・お正月用品品揃え 
おせち料理・鉢盛ご予約承ります 

左端の方が社長の松　さん 
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「
元
気
で
い
い
で
す
ね
ェ
」
と
よ
く
近
所
の
人

た
ち
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
。
走
っ
て
い
る
姿
を

見
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
で
も
な
い
の
だ
が
仕

方
な
く
「
走
っ
て
い
る
か
ら
元
気
で
す
」
と
答
え

て
い
る
。
意
味
が
違
う
け
ど
、
理
解
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。 

　
50
を
過
ぎ
て
か
ら
初
め
て
走
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
。

翌
日
は
階
段
の
上
り
下
り
が
出
来
な
い
程
強
張
っ
て
、

２
度
と
走
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
マ
ラ

ソ
ン
。
そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
私
の
人
生
を
変
え
て

し
ま
っ
た
。
コ
ー
ス
も
10
㎞
か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

へ
、
25
回
連
続
し
て
出
場
し
た
大
会
も
あ
る
。
そ

の
他
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
、
長
い
距

離
を
ゆ
っ
く
り
走
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
マ

ラ
ソ
ン
は
、
速
い
人
・
遅
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
に
よ
っ
て
自
然
と
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。
並

走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
と
談
笑
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
。
こ
れ
が
長
続
き
す
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
理

想
の
ペ
ー
ス
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
物
足
り
な
い
、

味
わ
え
な
い
感
激
が
あ
る
。 

八
女
走
ろ
う
会
　
徳
永
　
意
信 

　憂うつな師走、鉛色の空の下、枯れ葉が木枯しに舞うこの時期は気も滅入りがちです。 
　母は95歳になりました。お蔭様で猛暑の夏も、記録的な７・14豪雨も無事乗り越え、
爽やかな秋もひととき楽しむことができました。しかし寒さのせいか急に体がいうこと
をきかなくなりました。元気なようでも老いには勝てないのか気力、体力が弱ってきた
ようです。ベッドの寝起きが思うようにいきません。４～５年前迄は近所に数名同年代
の茶飲み仲間がおられたのでお互い行き来して一日過ごしていました。そんな人たちも
ここ数年、相次いで逝かれたり、入院されたり、施設に入られたりして周りにおしゃべ
り相手がいなくなってしまいました。 
　母には６人の弟・妹が近くに住んでいるので毎月のように食事をしたり、温泉に行っ
たりを楽しんでいましたが、今は各人自分のことで精一杯のようです。 
　車の免許を返したので買い物や病院通いさえままなりません。そんなおじ、おばの話
を聞きながらみんな最後は一人になるのかなと考えさせられます。 
　じいさん、ばあさんが縁側で渋茶をすすり、孫と一緒に日なたぼっこをした昭和30年
代の光景は今や夢幻です。 
　転ばぬ先の杖、私たち夫婦もいずれ世話になるかもしれない介護付有料老人ホームの
資料を取り寄せてみました。今はそんな時代なのでしょうか、色んな施設が出来ています。
福岡市にはホテルのように立派なものもあります。入居一時金が何と2,000万円です。
いったいどんな人が暮らすのでしょう。ふところが豊かになり、核家族化が進み、日本
人のライフスタイルが激変しました。豊かになった反面、失った代償の大きさを身にし
みて感じます。人は多くの人の祝福の中一人泣きながら生まれ、多くの人の涙の中一人
で静かに死んでいくのでしょうか。 
遺影用 笑い過ぎだと 却下され「シルバー川柳」ポプラ社刊　はるお 

 

　
　
　
キ
ラ
イ 

 

「
マ
マ
嫌
い
！
！
」 

　
中
一
の
娘
か
ら
睨
ま
れ
な

が
ら
初
め
て
こ
ん
な
言
葉
を

言
わ
れ
た
。
「
マ
マ
早
く
帰

っ
て
き
て
ね
」
と
、
い
つ
も

甘
え
て
い
た
娘
が
ま
さ
か
…

…
と
、
言
葉
が
詰
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
前

は
ど
ん
な
に
叱
っ
て
も
次
の

瞬
間
は
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
た

娘
が
、
最
近
は
叱
ら
れ
た
後

は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と

が
多
い
。
そ
し
て
遂
に
衝
撃

の
言
葉
を
発
し
た
の
だ
。
出

か
け
る
の
で
急
い
で
い
た
私

は
、
動
揺
を
隠
し
何
と
も
な

い
フ
リ
を
し
て
出
か
け
た
。

本
当
は
娘
の
言
葉
が
胸
に
刺

さ
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
く
せ

に
。 

　
そ
の
日
、
友
達
と
の
待
ち

合
わ
せ
場
所
は
久
々
の
キ
ャ

ナ
ル
シ
テ
ィ
。
キ
ャ
ナ
ル
の

中
を
歩
い
て
い
る
と
、
行
く

所
々
に
幼
い
頃
の
娘
の
姿
が

あ
っ
た
。
―
―
当
時
、
娘
達

に
せ
が
ま
れ
て
こ
の
ポ
ケ
モ

ン
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
く
行
っ
た

な
…
…
娘
は
こ
こ
の
ア
イ
ス

を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
…

…
こ
の
噴
水
で
は
夏
に
兄
弟

で
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
水

遊
び
を
し
た
―
―
と
、
各
箇

所
に
娘
と
息
子
を
連
れ
て
来

て
い
た
遠
い
日
の
風
景
が
無

意
識
に
蘇
っ
て
い
た
。
あ
の

頃
の
娘
は
あ
ど
け
な
く
、
精

一
杯
私
を
必
要
と
し
て
い
た
。 

　
歩
き
な
が
ら
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。
数
分
前
に
言
わ

れ
た
娘
の
言
葉
が
繰
り
返
さ

れ
る
。
急
に
娘
が
遠
い
と
こ

ろ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
涙
が
出
て
き
た
。

親
な
ら
誰
も
が
通
る
道
で
あ

り
、
成
長
を
喜
ぶ
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

私
自
身
の
成
長
は
こ
れ
か
ら

の
よ
う
だ
。 

森
　
志
穂 

呟き 

　本分保育園、年長児クラスのさくら組です！最近は、ドッジボールには

まっている子どもたち。寒さに負けず、毎日、外で元気に遊んでいます！ 

　今回は、雪遊びをテーマに“みんなでおえかき”をしました。雪合戦やソ

リ遊び、雪だるま作り…と、楽しそうに遊ぶ自分たちの姿を描いた子ども

たち。段々と絵が出来上がってくるにつれて気分も高まり、「早く雪降る

といいな～！」「ソリ遊びしたい！」「雪合戦して遊びたいね～！」…と、友

だちとの会話を弾ませながら、わくわくと雪遊びに胸を膨らませていた

子どもたちです。なかなか雪を見ることが少ないこの地域…、この冬、雪

は積もるかな～？ 

　本分保育園では、園庭開放しています。いつでも、お気軽に遊びに来て

下さいね！ 

みんなでおえかき 

ぼくたち 
わたしたち が 
かいたよ 

今
月
の
川
柳 

              

　
一
年
を
締
め
く
く
る
師
走
が
、

や
っ
て
来
た
。 

　
吹
く
風
も
身
に
沁
む
歳
の
瀬
に

な
る
と
、
温
か
い
鍋
物
の
出
番
で

あ
る
。
鍋
奉
行
は
妻
に
任
せ
、
湯

気
を
吹
き
合
い
、
熱
燗
が
全
身
に

沁
み
渡
り
、
心
ま
で
温
か
く
な
る

冬
も
ま
た
良
し
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
人
生
・
健
康
が
一
番
　
② 

老々介護 №８　終の住みかは何処… 

八女の祭り“あかりとちゃっぽんぽん”「地場産まつり」に参加して　八女農業高校 
　生活科学科３年生と２年生は、新しい感覚の郷土の味を広めるために自

作の絣の実習服に身を包み、多くの方に「ふな焼き」を食べていただきました。

「ふな焼き」は生地にほうれん草とかぼちゃをペースト状にして混ぜ、それ

ぞれにさつまいものあんを巻いた２種類を作りました。実演では「意外と簡

単にできるんですね」「優しい味がするよ」「これなら孫のおやつによかばい」

と様々な感想をいただきました。今後は「芋まんじゅう」や「だご汁」「ごろし」

にも工夫を凝らし広めたいと思っています。「郷土料理の輪を広げよう！」

これが私たちの研究テーマです。 

　同日、本校システム園芸科３年生がペットボトル「八農高茶」、煎茶、観葉

植物、鉢物、花苗・野菜苗、加工品のジャム、焼肉のたれ、お茶クッキー等各学

科の生産物を販売しました。販売実習を通して

お客様と直接コミｭニケーションを図ることが

でき、とても良い経験となりました。 

  （八女農みらい館）12月の開館日 

４日（火）、７日（金）、11日（火）、14日（金）、 

18日（火）、25日（火）、28日（金） 

毎週火曜日と金曜日の２回定期的に販売して

おり、販売時間は、10時30分～15時30分です。 

（※25日（火）、28日（金）の販売時間は10時30

分～12時30分です。）多くの皆様のお越しを心

からお待ちしています。 

「
ふ
な
焼
き
」の
実
演 

販
売
実
習 

社会福祉法人 豊岡串毛会 本分保育園 
黒木町本分755番地1　0943-42-0221　園長：仁田原優子 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2012年12月1日 

12月の道の駅たちばな 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

ベターホームの楽しいcooking
豆とさつまいもの甘煮 

① さつまいもは皮つきのまま、1.5ｃｍ厚さの

　  いちょう切りにする。水（材料外）にさらして、

　  水気をきる。 

② 鍋にいもと水を入れ、ふたをして5分煮る。 

③ きんとき豆の甘煮を汁ごと加え、ふたをして、

　  いもがやわらかくなるまで3～4分煮る。 

材　　料（作りやすい分量） 作　り　方 

さつまいも……………中１本（150g） 

水……………………………… 200ml 

市販のきんとき豆の甘煮………150g

【料理本】 

お弁当がすぐできる 

便利なおかずより 

￥１２６０（税込） 

本は２冊以上ご注文頂きますと、送料無料でお届けいたします。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

とうふの 
おかず102 
￥950（税込） 

こちらも 
好評 
発売中 

ふれあい フォトエッセイ フォトエッセイ 

釣り 釣り 釣り 

　筑後市蔵数地区で

「ふれあいイモ掘

り」があると聞き訪

ねた。子どもから高

齢者まで楽しく参加

されている。あちこ

ちから「わ～大きい

イモ掘り初めて」等

の歓声が上がってい

る。「ふれあいイモ

掘り」は公民館事業

で行われているのか

尋ねたら、筑後市の

「ふれあいの里つく

り」事業で「たけの

こ会館」が建設され

付随した事業との事

である。地区の皆さ

んが集う事業に参加

することで地区のみんなが知り合い、お互いに助け合い、絆を

育てる事が地区の発展であり筑後市の発展に繋がればと思った。 

　筑後ホットクラブ　北島　東司郎 

心をつなぐ 心をつなぐ 

平成24年 

主催／広川町　広川町教育委員会 
　　　広川町人権・同和教育推進協議会 

広川町保健・福祉センター 
12/9 午後1時開始 日 

入場無料
 

場所 

（はなやぎの里）3階多目的ホール 

　秋も深まり、日毎冷気が加わる今日この頃である。海水温は、気温より約１ヶ

月遅れて下がり始めると言われる。10月に入り朝夕が涼しかったので、海水温

もいよいよ下がり始めるのではと思っていると、山陰に住むF田君から「石鯛も

真鯛も釣れ始めましたよ」という事で、小倉のＮ村さんと連れ立って山陰は隠岐

の島へと釣行した。 

　鳥取県と島根県の境にある、文字通り境港の七類港を出た瀬渡し船は、約１時

間半で島前地区エリアに到着し、順次釣り客を岩場へ降ろしていく。釣れ

るか釣れないか、まだ判らないこの時間帯は期待と緊張が入り交じる。我々

３人は島後本島の北向きの磯へ別々に上がるが、互いの姿は見えているの

で安心だ。いつも愛用している強靭なタックルと、現地で手配してもらっ

た新鮮なウニとサザエで、超大物と言われる70センチオーバーの石鯛を

仕留めようと意気込む。波長の長い日本海のウネリが足元を洗い、遥か先

には話題の竹島があるはずだが、今は釣りに集中させて頂く(汗)。午前８

時前、撒き餌も効き上げ潮の途中から竿先に活発なアタリが出始める…。

竿先がいきなり海中へ突き刺さる！「ヨシッ！」引きを堪能しながら豪快

に岩場へブリ上げたのは、３キロほどの良型でニンマリする。アタリ方や

食い込み方に素直さを感じる。場荒れしてないのだろう。続け様に２枚…

３枚、４枚、腕がこわばり嬉しい悲鳴だ♪連れの二人にも釣果が有り、ピ

ースサインを送っている。最後に岩場を洗い流し、海の女神様に感謝一礼

して帰途に着いた。さあ、次はいずこへ…。　磯の旅人 

『時を刻んで』甦るの巻出版 

　後日譚①　Yさんの訪問　　　　　　平島　格 

　出版祝いの興奮もさめやらぬ頃、Yさんの訪問を受けた。

「この本はどこを開けてもわかり易く面白い」とのことだ

った。「知人にお裾分けするからもう一冊」という。 

　「叔父さんが八女工業の頃…」というので「叔父の写真

はここに」といって仏間を開けた。親しげにしみじみと眺

めていたが、何度も礼をされた。親しみと共感があったの

だろう。昭和12年八女工業を卆業。大望を抱いて大陸へ渡り、

33歳で他界した英助叔父への思いやりが感じられた。 

　Yさんは元中学の国語教師。文章にはうるさい方である。あとは文章談義とな

った。文章書きの留意点は？ときた。 

¡分かり易い文章で内容のあること¡ストーリーを入れて結末まで導くの二点を

上げた。例えば老人力（233頁）の中で女児が急にいなくなった話が出てくる。

修学旅行前「運動靴を買って」のくだりから、村中が大騒動になった話である。 

　結末まで読み手を引っ張る文章力が問われるとYさんと語り合ったところである。 

立花町谷川286　電話0943-37-0209　頒価1,500円（A5判・318頁） 

感
謝
！
　
み
ん
な
で
歌
を
楽
し
む
会 

～年末も道の駅へ 
　　　　おいでよ!!～ 

道の駅たちばなでは、年末も元気に営業しています。 
地元の逸品をお歳暮にいかがですか?? 
12月21日は「冬至」になっています。 
カボチャやお汁粉を食べ柚子湯で体を温めることで、 
栄養をとり無病息災を願う日です!! 
店内には、沢山の柚子・カボチャをご用意して待っ 
ています!! 
手作りの正月飾りや正月餅などのご予約も承ります。 

人の心にひそむ差別 
広川中学校和楽器部 

旭堂南陵 
きょく  どう　な ん　りょう 

人の心にひそむ差別 
講演テーマ 

講師 

同 時 開 催  

蕾桜による太鼓の演奏 

お正月のメニューにぴったりです！ 

　
ク
ラ
ッ
シ
ー
10
月
号
で
紹

介
し
た
「
み
ん
な
で
歌
を
楽

し
む
会
」
は
10
月
13
日
、
八

女
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
、

あ
ふ
れ
る
拍
手
の
中
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

５
２
席
で
満
席
の
と
こ
ろ
に

約
２
７
０
人
の
方
に
入
っ
て

い
た
だ
き
、
拍
手
に
加
え
「
感

動
し
た
」
の
声
も
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
場

の
皆
様
に
、
感
謝
、
感
謝
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
立
花
町
下
辺
春
で
自
動
車

整
備
の
仕
事
を
し
て
い
る
中

島
治
男
君
、
元
小
学
校
教
師

の
山
口
昌
世
さ
ん
（
旧
姓
平

田
）
、
毎
年
春
に
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
い
る
野
田
ひ
ろ

み
さ
ん
、
昨
年
暮
れ
に
桜
庭

君
作
詞
作
曲
の
「
バ
ラ
の
微

笑
み
」
「
ギ
ッ
チ
ラ
コ
」
で

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
牟
田
礼

子
さ
ん（
久
留
米
市
在
住
）、

八
女
筑
後
の
女
声
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
「
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
」

の
皆
さ
ん
が
出
演
し
、
楽
し

く
て
温
か
い
時
間
を
作
り
出

し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
「
歌
の
会
」
は
、

立
花
町
出
身
の
桜
庭
伸
幸
と

い
う
プ
ロ
の
音
楽
家
が
身
近

に
い
た
か
ら
こ
そ
出
来
る
催

し
で
し
た
。
石
川
さ
ゆ
り
さ

ん
が
歌
っ
た
「
天
城
越
え
」

の
編
曲
者
で
す
が
、
半
数
近

い
曲
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
の
音
楽

家
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
え
る

機
会
は
そ
う
あ
る
も
の
で
な

く
、
出
演
者
一
同
も
感
動
の

時
間
で
し
た
。
ま
た
、
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
が
何
曲
も
バ
ッ
ク

コ
ー
ラ
ス
に
つ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
コ
ー
ラ
ス
用
の
楽
譜
も

桜
庭
君
が
用
意
し
ま
し
た
。

生
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
を
従

え
て
歌
う
こ
と
は
、
地
方
に

住
む
出
演
者
一
同
に
と
っ
て

大
変
に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。 

私
た
ち
は
会
の
模
様
を
録
音
、

録
画
し
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
り
ま
し
た
。
当
日
、
予
約

金
千
円
で
Ｃ
Ｄ
の
申
し
込
み

を
い
た
だ
い
た
方
に
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
も
一
緒
に
お
届
け
し
ま
し

た
。
ケ
ー
ス
カ
バ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
も
お
し
ゃ
れ
な
仕
上
が

り
で
、
い
い
出
来
栄
え
だ
と

自
賛
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

手
作
り
の
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、

少
し
で
も
温
か
い
思
い
に
浸

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

みんなで歌を楽しむ会 
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